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本別町総合計画等審議会（第 2回）会議結果（議事要旨） 
 

期日 令和 6年 10月 24日（木）18:30～20:35 

会場 本別町役場 3階会議室 

 
1. 開会【事務局】 
お集まりいただきましてありがとうございます。定刻となりましたので総合計画審議会第 2回目

を開催させていただきます。 
お手元の資料を確認させていただきます、審議会第 2回次第、資料 1、２、３、先日お送りして

おります、アンケート（案）と「重点的な取り組み」一覧です。 
 これからの進行は、会長にお願いします。 
 
2. 会長挨拶【会長】 
会長の松野です、お忙しいところどうもありがとうございます。 
本日は、具体的に計画の中身について、皆さんから様々なご意見を頂戴できると、良い議論がで

きるのではないかなと思います。どうぞよろしくお願いします。 
 

3. 報告【事務局】 
(1) 第１回審議会における会議結果の訂正について（送付済み） 

会議結果の訂正について、報告。（既に送付済み） 
(2) 第２回本別町総合計画等推進委員会の開催（10月 7日） 

10 月 7 日に役場内の組織であります、本別町総合計画等推進委員会において、本日の資
料等について、説明、確認をいたしました。 

 
4. 協議【事務局】 
 (1) 第 7次本別町総合計画(後期基本計画)策定等に関する町民アンケート（案）について 
  

 後期基本計画策定等に関する町民アンケート（案）  
  調査対象 

調査期間 
内    容 

一般町民分、中学生、高校生（前回と同じ） 
令和 6年 11月中に実施 
別紙（案） 

           
 （一般町民分） 
  調査対象 

調査期間 
回答者数 

本別町内の 1,000人無作為抽出 
令和元年８月１９日～８月３０日 
３８４人（回答率３８．４０％） 

 （中学生） 
  調査対象 

調査期間 

回答者数 

町内中学生 144人 
令和元年８月１９日～８月３０日 

127人（回答率８８．１９％） 
 （高校生） 
  調査対象 

調査期間 
回答者数 

町内高校生 105人 
令和元年８月１９日～８月３０日 
89人（回答率８４．７６％） 

  
 「町民アンケート（案）について」説明させていただきます。 

左側に 5年前に行いましたアンケートを掲載、右側に今回の案を記載いたしました。 
5年前のアンケート結果と比較することも必要なことから、前回ベースでアンケート（案）を

作成したところです。緑色の矢印で確認させていただきます。 
① 性別について「一部追加」させていただきます。 
② 家族構成について「追加」させていただきます。 
③ 問い５について、選択肢を「追加」させていただきます。 
④ 問い６について、前回は、構想策定のため、「まちの魅力」「まちのイメージ」を捉えるた

めの質問であることから、今回は削除させていただきます。 
⑤ 人口が減少していることの問いに、「本別町の将来推計人口について」の記載を追加させ

ていただきます。 

【参考 前回アンケート 】 
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⑥ 問い９、10 をまとめ、今後、行政がどのような取り組みに力を入れるべきか、施策別に
区分し、優先順位を付けていただくように変更しました。 

⑦ 問い 11、12について、前回は、構想策定のため、「まちの将来像」を捉えるための質問で
あることから、今回は削除させていただきます。 

以上、説明とさせていただきます。 
次に、アンケートの調査対象は、前回同様とし、1,000人無作為抽出といたします。 
今回は、アンケート中にＱＲコードを入れ、スマホでも答える方法も取り入れます。 

  
 【会長】 

 委員の皆さんから何かご質問等はありませんか？ 
 
【委員】 
調査個数が 1,000とありますが、1,000の根拠はありますか？  

 
【事務局】 
特段意図は有りません。全数は、難しいです。 

 
【委員】 
調査対象は多い方が良いと思います。 

 
【委員】 
広報誌、町公式ＬＩＮＥ等にＱＲコードを掲載し、アンケート調査する方法のあるのでは？ 

 
【事務局】 
技術的には、可能です。 

 
【委員】 
例えば、自治会単位で回収してもらうことは可能ですか？  

 
【事務局】 
自治会での回収は、以前は行っておりましたが、近年は行っておりません。 
（事務局において協議） 
それでは、郵便によるアンケートは提案のとおりとし、1,000人無作為抽出、併せて、ＬＩＮ

Ｅ及び広報誌にＱＲコードを掲載する方法で行います。内容について、今月末までに何かあれ
ば、連絡願います。 
 

5. 情報提供 
 (1)第７次本別町総合計画の体系について～企画財政課               資料１ 
 事務局から資料に沿って説明 
   
 (２)定住対策プロジェクトチームにおける取り組みについて～未来創造課      資料２ 
   未来創造課から資料に沿って説明 
  
 (３)本別町農業（特に担い手）の現状と将来を考える～下堀委員（農大校長）     資料３ 
   下堀委員（農大校長）から資料に沿って説明 
  
  
6. 意見交換 
 【会長】 

続きまして意見交換ということで、本日の本題の方に入らせていただきます。事務局の方から
説明をお願いします。 

  
 【事務局】 

はい、ここから委員の皆さんの意見をお聞きし、後期計画に跳ね返していきたいと思っていま
す。出来れば、総合計画の第 1章から順次ご意見をお願いします。 
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 【委員】 
第１章、施策１「農林業の振興」中、重点的な取り組みの(4)「循環型農業の形成および農業

の活性化のため、家畜糞尿を適切に処理し、たい肥やエネルギーとして利用していくことを進め
ます。」について、配付いただいた資料には、関連事業として何も有りません。事業主体がどこ
であれ、進めていく必要があるのでは？ 
 
【委員】 
 集約型のバイオマス発電は個人的には反対です。理由は、ふん尿を集約する必要があるからで
す。ふん尿の運送コスト、現在の売電価格など課題はあります。進めるのであれば、集約型では
なく個々の農家で進めるか、個々の農家でふん尿をたい肥化し、農地に切り返して使用する方法
が良いと思います。 
 
【委員】 
第１章、施策２「商工業の振興」中、重点的な取り組みの(4)「工業用地を確保するとともに

企業立地を促進します。」について、ある程度、工業用地を確保していく必要があると考えます。 
積極的に企業誘致を進めることが大事だと思います。 
2024 年から運転手の時間外労働時間を年間 960 時間に制限する規制が適用されました、倉庫

業等の整備も考えられます。用地を確保、準備していく必要があると考えます。 
 
【委員】 
第２章、施策８「障がい者福祉の充実」中、重点的な取り組みの(2)「障がい者福祉サービス

と障がい者雇用の充実を図ります。」について、「重点的な取り組み」の 27ページで地域活動支
援センター事業（ほんべつフリーライフ）となっていますが、地域活動支援センター事業を行っ
ているところは、他につつじの園とソーシャルワークノートという事業所の 3 件あります。そ
れらの事業所も載せたほうが良いのではないかと思います。 
 
【委員】 
第３章、施策 10「学校教育の充実」中、重点的な取り組みの(5)「本別高校の魅力ある学校づ

くりを支援していきます。」について、本別高校の支援の中で「生徒の制服購入支援」がありま
すが、Ｙシャツと靴下は自分で買ってくださいっていうことで言われたんですが今も同じ現状
なんでか？  
 
【委員】 
第４章、施策 19「道路整備・交通網の充実」中、重点的な取り組みの(1)「生活道路の整備と

維持修繕を計画的に進め、安全で快適な通行を確保します。」について、町道の草刈りについて、
ガードレールが見えない程、草が伸びている箇所があります。交通安全的にも草刈りをお願いし
いたい。 
 
【委員】 
第１章、施策３「観光の振興」中、重点的な取り組みの(1)「義経の里本別公園一帯について、

自然環境に恵まれたレクリエーション地区として、環境の保全と適切な活用に努めるとともに
魅力ある施設整備を進め、交流人口を増やします。」について、本別公園のかぶと池について、
池の鯉にエサを与える機会があり、小さな子供が池に落ちないか不安でる。安全を確保すること
は出来ないか？ 
 
【委員】 
関連で、公園のキャンプ村の道道の横断について、横断歩道が無いことから自由に駐車場から

キャンプ場に横断している。交通安全上、大変危険と感じる。対策が出来ないか？（横断歩道の
整備、若しくは道路横断注意の看板等の設置） 
 

【委員】 
第４章、施策 15「防犯・交通安全対策の推進」中、重点的な取り組みの(2)「生活道路の整備

と維持修繕を計画的に進め、安全で快適な通行を確保します。」について、国道 242号線ですが、
大型車の交通量が多いことから、北糖から本別までに区間、道路にワダチが出来ている。降雨時
や冬期間について大変危険を感じます。 
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【委員】 
第４章、施策 18「上下水道環境の充実」中、重点的な取り組みの(1)「取水施設と浄水施設の

機器更新を計画的に行ない、基準に適合した安全・安心な水道水を安定的に供給します。」につ
いて、特に降雨時後に水道水の塩素がきつく感じる何か対策はありますか？  
 
【委員】 
第４章、施策 19「道路整備・交通網の充実」中、重点的な取り組みの(1)「広く交通安全意識

の普及啓発を行ない、交通事故の無い安全で安心な暮らしを守ります。」について、高齢者の交
通事故について、交通安全上、大変不安である。何か対策はありますか？  
 
【事務局】 
国道のワダチについては、関係課を通じ、国に要望することになります。水道水については、

安心安全な水道水をＰＲ、高齢者の交通安全は、免許書の返還とタクシー券事業でカバーするこ
とになります。 

  
7. その他 
【事務局】 
予定の時間となりました、本日のところはこれまでといたします。ご意見等がありましたら、Ｆ

ＡＸ、電話等でお知らせください。出来れば、日程調整をさせていただき、もう一度、この様な協
議をさせていただきできればと存じます。 
本日は長時間どうもありがとうございました。 

 
8. 次回、審議会の開催について【事務局】 
日程調整をさせていただき、後日、案内いたします。 
 

9. 閉会 

 

 

 

 


